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＜限り扱l、.Jlll;!l＆あみぐるみのつくり1l>
to 

この反はタカラトミー「あむあむシュガーパニーズ」を

ぉ貞料Ifいたださまして直にありがとうこさいます． ↓ 
｀ 

皇皇 と・っ．，． Lヽ・ •ヽ L • 

こ便用の罰にこの敗り扱い説明●（本●）をよくお歴みくだ
~ eし0,.^

さいまた、訊み終わった後は必す保奮しておいてください. :ー・

一
|2008撃11閂加I

了ヽ℃』＇［＇胃打’'湯
. ，し● ●● 

創冒●09とお•みください

屹電泡は使用しません．

r 上注垣（ちゅうい） 1 
圏 ・・ 日砺へ如ぉ釦みください．

●’Jさな鴫昂があり零す．口の中には総iがに入れないでください.■91.t'.{1)9職があり拿9.
〇心・ •ば軟の鵡鰻がありまりの?! 3:/＊漏のお子91J""孔らえないCくたさい．

国l `• ●キ峰を言にかけてふざけたり．a●1こ董ば“いでください．璽●などの〇讀がありよす．

●も糸による●aの属がありますので．3オ末漬のお知にtill巧に響えないでください．

＂力邑 ．b糸Jttl..塁上公つていますので〇霞です雙剛目的以夕には°”に遍ばないでください
●も糸を露なとに●さつけないでください．皿が遍わなくgり．O膚で,,..l!lわぬ●滋磁れがありま,,.ので．雙JI!糧は3オ未漏のお子讚の号の編かないとこうに保●してください．

●店糸を●んでいる逮0 シリンダー内のペラやフック転噂口員の患や衣薗などをはさまれないように注●してください

●フラスチック＂亭肇から積ったり．．を●ったりしないでください．童霧可る恐れがあり蒙,,..

* °コ”'の●にLIilり塁い駁Ill!●（本●）をよくお讀；；）ください．拿た麟磁わった釦“”~ほ●l,"Cおい·Cください．
ぉ 0フラスチック只は11Shmo”'叩切ぐに鳩で、くださふ
・ 〇員．毛が臼けや,,.いので11つて飲み込まないよう注●してください．

＊ 
い 。はさみな饒っ籍：千ヶ）注してください．

〇火のそばにガづけないようにしてください．

一．̂．、、＊＂ 6 • -..,→ 
●●みはじめる鯛の●●…………•••P1 ●●●みの●みはじめのし攣つの仕方••P4

噌｀~●尋糸なセットしましょう・・・・・・・・・"・・Pl ●零●みの●み万・・・・・．．．．．．．．．．．．・・・PS. " ●●■みの■み方・........…••…•••P2 ●平●みの■み●わり•みはじめの
●●み餞わったら...................p2 しまつの仕方… •P5．． 
●●●みの■み艘わりのしまつの仕万••P3

、- ．しろうさのつくり万•....．． ．．．．．P6·7·8·9..., 
●フェルトバーツの置111•つくり方・ヽ •P10•11

●拿偉・・・・・・・・・・・・・・・・1コ

●テンション・・・・・・・・・・1コ
令．，と3.. し`●毛議tt•·· ・・ ・・・・・・・・・ 1亭

●毛議（白）・・・・・・・・・・・・1コ
.,．、 •9

・剛用フェルト:・…・・・4校

●霞り伍油畜ii（迅o．1"i
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>＇セット内Bの零糸は「しろうさのあ 9ヽぐ~i,JみつくるTc：わの1.I)がい？ n.'~軍にある雫来で．t,j•いましょう．一左

糾砿をゑらなテープルなどのとにおき、

ダイヤルを•編み(W)に合わせます

＂ と
“を1よくしよしょ），

詈翌言ら、百百三り

，＇がzfふをしットしましょう

"~・，1 毛糸の如を図のように、約20cm
●t・ 

くらいのへたらします．

油れベンで種をつl}よう1

①ダイヤルを箪ヽみ(H)に合ゎせます．

切 ＼ンドルを宦海縛計まわり）に止まるまで

まわします．
③‘ 

し

止まった位●に油性ペンで印をつけます．
④ o. ． 

ダイヤルを●●み(W)に合わせます．

”んでいる直中で矢餃したらはさみで毛糸を切らずに

亭停からはずして、み績わり書ほときましょう．

..,.., 
2計に毛糸をかけます。

●'●ぐら ●9ヲ0

糸口の石霞にある社①の

＇` 
フック内にかけます．

tt(i)‘ 

< "・，ご3ハンドルを欝計まわりに少しまわして、
J●こ• Uク・9・

＂俗！こは1!1さず、ttRのフック内に
とと

毛糸を通します．

29 9` ̂ ' -9.• 99 し＂~
4 このように計の鵬螢ろと交互に毛糸を`• 9̂  

かけてゆき、シリンダーを1回転させます．
亡二ご 9Uこ い疇

正しく毛糸がかかつていれば、毛糸は

＇` 
,. 

曇襲の計の盪ろを遇っていきます．

ぃcc• •””" ^  2● 5糸口の溝に、上から毛糸を遍します．
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ふ3編みのI,tiff炉
• 『.へ~• ,｀ に ●呵

●み熔の直匿約6cm畏さは自由

1ハンドルをまわして●んでいきます．
ど”'

●●みのときはいつも、時計まわりにまわしてください．
＂．．し脅. - ド 門こ←ヽ

●初の2霞は¢にたらした毛糸を軽く51つばって、ハン

ドルをまわしてください．.... 
＆ハンドルは乱●にまわさないでネl

. -
△ ハンドルはゆっくり一霞の遭さでまわしてネl

A土台を左手でしっかりと挿さえて、右手で

ハンドルをまわします．

2 ●み應が長くなってきたら手薦に出しましょう．

・み地のねじれはときどきなおしましょう．

釘言〗L,<~;ら；：
弐
~

]i:[~ 
喝

＊

ん

ン

・
■

に

糸

．

す

ハ

を

う

喝

す

む

り

き

よ
い
攣
葦
遍
•

り．』

の

し

け

糸

で

ば

ー

・宝

I
ぅ

t:つ

患

ま

せ

図』
□． 炉芭志蘊戸 • 

"•< 1テンション・糸口から毛糸をはずします．

2 i'ぶをもって、・ハンドルを白計まわり

にまわし、1回転させます．

'u L、th、/fiIItら1↓4・t1
しいと.;るIfあったら、しット
いむ0)t叫f_fl,lずし•J.Lょう

3 ・ •ヽ—L 』 ．し• e・・ 
●みあがった作品は、本偉の下の1111り

出し口からそっと11l1り出します．
量

”’ 編み目がほどけないように注●しま

しょう．

.. . '・C,

4纏み餞わりの毛糸をちょうど1●分． 
ほとき約20cmを頸して毛糸を切りまT.

ヽ
3c:[
 



． - • 

...... 
＊注●：編み縞わりの毛糸を彊く引きすぎると、編み目がほどけますので、気をつけましょう．

LJ.つとしや4<dるI過 l.:....
. ~ ·• 

●み終わりの毛糸を遍しやすくするために、
・し・
本偉からはずした犠に手で預り糸をゆっくり

!IIつばって.1殿(1疇）ほどいてください．

※毛糸をはさみで切るのは、1鼠ほといた犠

約20cmのところで切ってください。

tII.; F ;（池iiiしやすく 4るために•••

セット臼の弓桑什に弓系を蘊しやすくする

ために、毛糸の先にセロハンテープを1園
•"“” 叡いて針穴に遍しましょう．

遁したらセ0ハンテープははずしましょう．

一、そ害‘
CD壼り糸に零系計を通します． ②●になっている●み目に毛糸針を遍します．②1胃すべて毛糸針を11します．

〉 謳

←` 2頸った毛糸のとなり2コ目の編み●に

単系社を入れます

門
9 ← 3 計を通して~Iつばり、●をつくり

そこにまた什を遍してむすびます．

. ・- --
く残った毛糸をかくす遍合＞

n ，→•り 999▼9 

」てっぺんから毛糸計を内劃に

入れます．

『• 1~ 

I 1層した11t、預った毛糸をゆっくりと!llつばり穴をふさきます．

竺『

.• ",・
5内胃から11した毛糸を!llつばります．

ょ-̂’ 巾 ・と

※宗分な毛糸は．はさみで．． 
liDるか、0に入れます．

▲
急

• 町・ 9 て 『

I 1111した緻■鶴の編み●に
・ •、

もう一震計を過します．

書りと鴫の ＂ ＂ 
2毛糸計を31つばり、●をつくりそこに

，．，．鳳‘‘..-•

また毛糸計を過してむすびます．



、し・
輪編み）編みはじめ0)しまつ(})l11_I'” 
.... 、,.

•·•^ぐ””'"
＊注●：●み氾にーJ11遍す必聾はありません． ▲ 

凸三冠’な

:::~ :: .... 
`̀‘ク＾匠~9•-, 

l預った毛糸をゆっくりと弓1つばり、穴をふさぎます．

2 預った毛糸〗こ．lし毛糸計を入れます
戸
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3針を箪ばlつばり、疇をつくり

そこにまた恥日してむすびます．
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2毛糸計を引つばり、●をつくり
‘~ ` -3• ヽ

そこにまた毛糸計を遍してむすびます．



竺竺：：み（三凰百:

喜言量言言ま9四＂：：わ｀
注●：ハンドルが止まるまでは良対方向にハンドルをまわさないでね．

P ● 

5 ダイヤルを●編み(W)に合わせて、●み蛇をとりはずします．....．，. 
2ページのく●み餞わったら＞と同じ方法ではずしてね•

ここの毛糸を
r 

Iき鱗いて

ださい．

C:' 

． ず’咄畑m叩疋皿血 ・

1よしめ0)LまつU)I•I
II 

直み如わりの尋糸そ肇<slSすぎると．
●みeが置とけますので．鴛をつけ豪しょう．

＠．，②  ③ 
●み臼わりの喝泉奮尋皐 鬱のように逐糸の・萱ふ糸が11ったら、●み鰭
紆 ＇

9) -- ~ - . ~ 
●みはじめの尋糸竃喝皐の●麿つくり．喝糸亀皐t1!Iったら．

に遍し．輪になってい令つくり．る箪Hそ遍しての〇へ恥ぬいこみ、 ぷ涵廿にふ、累す． H ‘・ • " そ遍してむすび累す・•み題の〇へ少し

.. 

がての年に．喝糸計むすひ累す． 鶏った岨糸は切り累し
：うに ょう

置璽
ぬいこみ．IIった
迄糸はmりましょう．

゜
a "し̀．．1 雫葺計に尋學詈•し、

② 

如ょうにg詈kIブ
ながらとじていきます

" ̀ 零蟻をつれない
ようにSIつはり
とじます．

切 39-m止9)ヽ コヽド1しt:..It"””"‘U油
- -―→----ー、．．

こんなとき安全薮●がはたらきカチカチと白がします．
..ヘ--へ＾ ＾ 

●eりかえダイヤルを平■み(H)に8わせ、ハンドル蚤蒙わし」とまっても奪わし
99 

霞けたとき．

●毛糸がテンションやhの'/p1こからまってしまいシリンダーがまわらないとき．
, ・"ふ

●唱糸玉斎■む菖1こ謬ぐさないで、そのま零■んでし攣いハンドルを攣わしるけたとき．

●忠いこむす口目加切．テンションに泣らずi1っかかつてしまったのに．ハンドルを

衷料Q'床をe,"．と

●鱈太毛糸より太い毛糸なとを使って．きつくなってもハンドルをまわし｀けたとき．
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＂かじめとシ 7ガーバーーズJの` ”nと＂スターし／ュら、 ,,ット内の手れで『しるうとIとつくるう！

． 
六

[9贅と俯えやすくするため
..  . ，．ん9ヽ に9

輪IIみを編むとき、段数が数えや

すいように「あむあむシュガーバニ

ーズ」に雌ベンで酋をつけます．......., ~-・＇
印をつける場所は、正面の2亭の.ヽ....
計の閏（図のA)です．「あむあむ

シュガーバ：：ーズJIこ毛糸をセット
9•. r 

するとき．内側に20cmlこらし庄す．

r 
“み鍔わりのれをされいにL;J;つするために

.,. 
※セットした圭系は殺敗に含まれません．.,●,., ..'  
纏み終わったら本停からはずして、●み終わリを

1殺lまどきまT.lflみ自がそろって産漆“が這し

やすく｀害nいに祀迅道ができまT.
m如遥ゎったら、蘊みhゎIJから5cmのところ

で毛梁を凸ります．

亨
へ3 し~ ¥ , / I.I'.、.,.,. 

＊セット内琶......... 

●鴫糸（白）●フェルト(0•うすいピンク・ピンク・箪） ●ら滋甘

＊その憫（市戴のもの）....…••
●#白16ポンド ●ii●はさみ

桑蜘呻細叩•一
•nを2―nくりJ.d ［社（ti)／綸編み］
＊●み鰐わ') • 曝みはじ，，，の毛糸のしまつの仕万は3·4ベージ蓼囀

"鼻 •
1ダイヤルを編編み(W)に合わせ16段編みます。

”'こ， ．”
2本体からはずして、 編み廻わ’)を1段ほどいて毛糸を20cm残して切＇）ます ．

3，編み終わ＇）の毛糸 を毛糸針に通し、編になっている編み目に1層通して、「編み詫わI)のしまつの仕方(3ベージ

如藷）」 が ”且のくしぽる 合＞の方 でしまつします．残った毛糸は切I)ません....,.. 
1編みlilじめの毛糸（こ、4ベージの「編みはじめのしまつの仕万」のくしぼる湯合＞の万法でしまつします．

令
＋ 

駒言 ヨ ●9 ” •.. 
15、同じ万法でもう片万の耳をつく，）庄す．

• 
◆ °”‘ 

＊内劃へ入れる

•------------------------------------------------------------------.. 
●f ・~•{!;2 _14·>）くりよ.J1-°E糸(81/1.“み） 演与．函訂臥¢厖です．
＊＊み鴫わ＇）・直みIJ.じめの毛糸のしまつのtt方は3•4ベージ會霞

I 1 タイヤルを編・み (W)に合わせ6段編みます。
•99たJ

2 本体からはずして｀ 編み絡わ')を1段ほどいて毛糸を20cm残して切I)ます．

'3縞み略 .'"'" し 9と

わ，）の毛糸を毛糸針に通し、鶴になっている編み目に1層通して、「●み終わリのしまつの仕方(3ページ
蘊爾）」 』 ・`●≪ のくし1まる 含＞の方法でしまつします．残った毛糸は切1）ません

4 編みIiiじのの毛糸は、 4ベージの「直みはじめのしまつの仕分」のくしぼる』ら＞の片租でしまつします．

残った毛糸は切＇）ません ．
h
-



わ疇 n.. ～0 0 9い重● -

5 しまつし終わった編み地は芥図のように両懇を中心に丸め込み、纏みI~じめの毛糸で手（足）回I) !!':17cm（こ
なるようにぬい合わせます。ぬい終わったらほどけないよう（こむすび、 99った毛糸は内劃へ入nます．

わ-•ら·勺

’ 6同じ方法であと3コ伊）ます。 ※切らない•------------------------------------------------------------------.. 
●し っIJを17つくりJ.J［キ依(ti)／紺鼠み］ 豪しつ11のつぐ）加．”-,手・足のつぐJ万の 1~ 5の
＊●み霞ゎ') ・ 編み1-.i;のの毛糸のしまつの仕万1-.3•4ベージ惨順 チ順でl•Jじ曹をつぐJll;T.

ヽらに•999 • Uた だ

6残しておいた纏み終わ’)の毛糸を、下図のように反対側の真ん中へ出します．
9,．C 9 cヽ 〇ベ

7毛糸を引つば，）ながら、また反対側に毛糸を過し約2cmの玉になるようにします．

8約2cmの玉ができたら、3ベージのくしぽる場合＞の万法で毛糸のしまつをし、玉の形が戻らないようにします．

/ 

- / r咋● □ 応 、 、Iわ2cmの益

峯切らないー、
●---------------------------------

9 9 ---------------------------------.. 
●嗣帥を1.JつくりよJ I十依 (i•I) ／ぬ“み）
＊●み轄わ'J•II以じめの毛糸のし広つの仕方は3•4ベージ蝙殷

竺鼻ヽ ●

1ダイヤルを縞編み (W)に合わせ8段●みます．

2本体からはずして、 編み終わ＇） を9段ほどいて毛糸を20cm残して切＇）ます ．
『 `~“n Eヽ

．＼編み終わ＇）の毛糸 を毛糸針に通し、編になっている編み目に1国通して、 残った毛糸はむすばすそのまま1こします．
● ●' .・・・

4 ●み［なじめの毛糸は、 4ベージの「編みはじめのしまつの仕方」のくし1まる場含＞の方法てしまつします．

5＿的回'）93.5cm、加弓？．5cmになるように綿をつめます．

;b臼をつのた口を3cm閲くようにしぽI)、ほどけないよう1こむすびます。 99った毛糸は切）ません．

石ここ的.,1えない。
切らない しッ

門5,い合
•------------------------------------------------------------------.. 

●福と1.Jつくり社,. ..,. rt知ii)／:V,liiみ）
＊11み貞ゎ'） •IIみはじのの毛糸のしまつのtt万は3•4ベージ、籟

〇● ● 

1ダイヤルを平編み(H)に合わせ37段隅みます．

2 示体からはずして、編み合わ）を119（まと•いて告系を20cmffして血）ます
『9.、3り、．

3編み縫わ’)の毛糸を毛糸計1こ通し、疇1こなっている編み目に19j通して、
”'`▼ 預った毛糸はむすぱず、そのままにします．

4編みはじめの毛糸も、むすぱずそのままにします．c:
むすばない9,.,.―い

ばない
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5編み地を二つ肝）にして、閂脇を祈しい毛糸(40cm)で矢8lの方向へとじます（とじ方は5ベージを参照）

6とし終わったら、ほどけないようにむすび、丙徊へ入れます．

“’',...,^  
袋状I ” 7 こなった1!11に鰭をつのて、下図と同じ形（サイズ）になるよう1--ニ

＜豆面＞

‘’ 9.5cm i
 

‘’ 7.0cm 
.'-’‘ 

"3が整ってきたら、 残しておいた編みはじ/I)• 纏み終わ＇）の毛糸を引っば＇）ながら緯をつ/J)ます．
A)緯をつめ霞わったら． 2本の残った毛糸を引つば＇）とじます 。丹った毛糸は毛糸9tで頭の中へしまいます．

・宝起ど五

●------------------------
苧

ーノ------------------------------------------.. 
書ぷ

●Hし）けよJ

Ì砿を面吠にぬった吋のぬいはじめに、 目の日った至品を這した追系hを入れます。

2辰紺aへ至ぷiを出します ● ●’- ・ - - • • •-‘` cこ●

・ 出す位置の目安I~、頭を袋状にぬった時のぬいはじのから下へ3cmの所です．

9&
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3毛糸を引つばりすぎて願の形が変形しないように気をつけて残った毛糸のしまつをします．

残った毛糸は頭の内側に入れます．

,., 、ら ．．．．
”つに毛糸は内欝に入nます

""' ●馴綽をつります

1、伍のらった全桑を位って、ヤ向のように臼い点蘊に出ってぬいつけます．
●こ’`‘~ 99 ~n, 

2ぬいつけ終わったらほとけないように毛糸のしまつをし、残った毛糸は内側へ入れます．
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● r·;t•L-.JばとつILい9~

9それぞれの残った毛糸を使って下回のように、 白い点縁に沿ってぬいつけます

2ぬいつけ轄わったらほどけないように毛糸のしまつをし、残った毛糸は内側へ入れま....

’
 ● JT)1卜のI＼ーツをつりよJ

1しろうさ用のセット内のバーツを.衷紙の写翼を見ながらつけます。-・-. 
※フェルトは手芸用ポンドでつけてください．
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ー（●しがさ）

00蘊`め..,'，羹
目（荼色） く• 99 

〇（荼）

[•ttうさ ）

·- ＾、•”` ‘‘※..;のt4●と頃の111に●；しとったものな• 韓
とLC怜IIILC<／こさい。

-．, e●ン ＇^”99・
はさみCUJ~JI;!（：：！ふ十9BばiしC<1.;dt ヽ。

〗丁ー〉
| 籍 |

リポン（ビンク）

゜゚
0 I A 

鼻̀“（よ§) LL ~ '| 1-l 」

目『 （水あ可色し、） 史久と？ 戸＼＼、/［ B 

l __-_-_ -~ D（苗） I C I ＇」ポン（ピンク）

（●くろうさ） l 「（•和•カタ暉｝—-—←

0 こ 0c竺o 1i 牙'） (¥  

目ゅ・まゆ（需〇） 口0 （罵0 ） 
I I 

Iり●IA’”<＇り) ；；`l 
目~ （荼..色いう） <ロ.（ 荼,.） 

: ハ ピンクの上9皇に貼•l)ます

勺 （ビンつ・きいろ）
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1リポンの中心をつまんだ状態で.．0 、
むすび目になる帯を巻きます。

m,令

2帯は襄で手芸用ポンドを使って

固定します。

＇ 
＋
 

＋
 

♦ 来

'. "・'.令
1 (A)を輪にして手芸用ポンドを

.,.,―-`  `使って固定します。

2 (A)を店）合わせた王に(B)を.. 
ななめに折＇）、貼＇）ます。

3菖稜に(C)の蕗を＄心に巻きつけ、

ポンドで固定します。

J 

株式会社5カラトミー
タカラトミーでは、I子併たちに安全で楽しいおもちゃと夢を1を第一1こ考えております．そのため、常に震
品に対し的究、改良を行なっており、お翼い上1念期によって同一製品の中にも多少費なるものや．バッケ
ージの写賣やイラストなとと以なる頃合がこさいますがこ3承ください．碑につきまして1な、万全の注
患をはらって訟に当たっておりますが．万 お気付きの点がこさいましにら下記までこ紐ください．

9〒124-8511;1J;;；ふl!I立讃：：ー：雰ぷ冨は『50-1031

〒532-0003大阪府大阪市淀川区宮原3-3-31TEL06-6395-1031 
＊電話受付的間 月～金霞8（祝日・祭日を詫く） 10-17的 aIJ→£ユえのるいよっ己主 にさし

●'c<})(.い9/J!)j.ミー0111冨しインシーわ介mmrI(WWWm““””00.jo


